第１１号様式（第４条関係）
風景づくりの基準に対する措置状況説明書
風景特性基準（幹線道路基準）
□建築物の建築等
	項目
	風景づくりの基準
	記載欄

	
	
	

	高さ・規模
	①　幹線道路からの見え方を考慮し、高さは、周辺の建築物群のスカイラインとの調和に配慮する。
	

	形態・意匠・色彩
	①　形態・意匠は幹線道路に面する周辺の建築物との連続性を考慮しながら見え方を工夫し、統一感のある沿道の風景づくりを図る。
	

	
	②　幹線道路からの見え方及び幹線道路の後背地など周辺からの見え方に配慮し、長大で平滑な壁面を生じさせないよう、壁面の分節化や色彩の工夫などを行うことで、圧迫感を軽減するとともに街並みの調和を図る。
	

	
	③　幹線道路の後背地や周辺から見える建築物に付帯する構造物や設備などが、目立たなくなるよう工夫する。
	

	外構・緑化等
	①　緑豊かで快適な幹線道路を創出するため、幹線道路沿いは、可能な限り緑化を図る。
	


□工作物の建設等
	項目
	風景づくりの基準
	記載欄

	
	
	

	形態・意匠・色彩
	①　形態・意匠は、幹線道路に面する周辺の建築物との連続性を考慮しながら見え方を工夫し、沿道の風景づくりに配慮する。
	

	外構・緑化等
	①　緑豊かで快適な幹線道路を創出するため、幹線道路沿いは、可能な限り緑化を図る。
	


